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北原白秋とその周辺を中心として，近代詩歌の本質と
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問題点を改めて解明していくことが本研究の目的であ
る。初年度の成果の一端を，「『水墨集』論」（『明治大学
教養論集』一九九四年三月・通巻二六八号）に掲載した
ので，その梗概を中心に述べていきたい。
　大正七年の『赤い鳥』創刊によって，白秋は守備範囲
を大幅に拡大していくこととなる。だが，当初，創作活
動の中心は童謡・歌謡の創作と指導となり，狭義の詩・
短歌の創作は傍らへ置かれる。そんな時期にもかかわら
ず，集中的に作られた詩を収めた，『水墨集』が刊行され
る。この詩集刊行の動機は四点ほどに集約されよう。一
つは，当時の混乱しつつあった詩壇へ向けてのデモンス
トレーションという意味合いである。民衆詩派の詩人達
と交わした，詩と民謡の本質論争・荻原井泉水との間で
行われた詩と俳句論争・島木赤彦との模倣論争などに披
渥される白秋の詩論を，具体的作品において具現しよう
という意図である。第二は，あらゆる詩歌形式を用いな
がらも，「大俗詩人」で終始しはすまいとする意思表示で
ある。第三は，過去の詩風・生活からの脱却を印象づけ，
姦通事件で失った読者を再び獲得せんとするものであ
る。第四は，三回目の結婚によってようやく落ち着いた
家庭生活を得て，沈静化した言葉を得る余裕ができた点
である。
　また，これまで度々指摘されてきた通り，『水墨集』に
は芭蕉の影響が濃厚に見てとれる。だが，それは単なる
憧憬ではなく，歌集『雀の卵』でめざした象徴表現を，
詩形式においても試みるための芭蕉俳句への歩み寄りで
あった。そのため，以前の詩と大きく異なる点が二点あ
る。一つは，極端に言葉をそぎ落とし，行間に多くを語
らせる方法を選択したことである。もう一つは，韻律の
変化である。七五律から五七律へ，さらに細かく見るな
らば，二三音から三二音の組み合わせになる語句編成へ
向かっていることが分かる。このことは，歌謡的世界と
一線を画し，言葉に内在する調べによって詩の音楽性を
生み出さんとする試行を意味する。
　以上のように『水墨集』は，詩人としての白秋が再出
発を企図しての一冊に間違いないが，未だ未成熟な作品
も混在している。それらは，空想の領域を象徴詩にまで
高めることなく，「述べた」作品である。だが，この作風
は童謡・民謡等の無名性の強い分野で生かされていくこ
ととなる。その意味で『水墨集』は，白秋自身に，芸術
詩人と大衆詩人の同居を明確に自覚・認知させた詩集で
あると同時に，各々の領域にふさわしい表現方法の獲得
のための新たな試行の出発点に位置するものである。
